
大学院生を除く学生 1000 円
申し込み方法▶ホームページ参照
問い合わせ先▶学術集会事務局
〒020-0693　岩手県滝沢市巣子 152-52　
岩手県立大学看護学部内

019-694-2246
isns7@isns.jp

http://isns.jp/

大分県立看護科学大学
第 16 回看護国際フォーラム

日時▶10 月 25 日（土）
会場▶別府ビーコンプラザ国際会議場（大
分県別府市）
テーマ▶よりよい看護実践をめざした NP
教育と研究
プログラム▶「米国の NP の活躍：実践と
研究」ジェイムセッタ・A・ニューランド

（米国ニューヨーク大学校看護大学）／「韓
国の NP 教育の現状─臨床実習に焦点をあ
てて」チョン・ジェ・シム（韓国ウルサン
大学校医科大学）／「日本における NP 教育
開発のプロセスと現在」藤内美保（大分県
立看護科学大学）／「修士課程における NP
教育修了生の活躍と成果─実践で見いださ
れた成果」小野美喜（大分県立看護科学大
学）／「日本の看護系大学大学院で NP 教育
をどのように進めるか」村嶋幸代（大分県
立看護科学大学）／総合討論
参加費▶一般 2000 円，学生 500 円
※同時通訳レシーバー1000 円別途
定員▶300 名（先着順）
申込締切▶10 月 10 日（金）
申込方法▶E-mail または往復はがき（返
信用はがき送付先記入）に所属と氏名，同
時通訳用レシーバー使用の有無を明記して
送付
申し込み先▶事務局
〒870-1201　大分市大字廻栖野 2944-9
大分県立看護科学大学内

forum2014@oita-nhs.ac.jp

2014 年度　
産科管理者交流集会

開催趣旨▶日本看護協会では，助産師の量
と質をめぐる課題について取り組んでいま
す。分娩件数や妊産婦のリスクに応じた助
産師の適正配置や，2015 年 8 月に開始と
なる助産実践能力習熟段階（クリニカルラ
ダー）レベルⅢ認証に向けて，産科管理者
が情報共有と意見交換を行う場として「産
科管理者交流集会」を開催いたします。ぜ
ひご参加ください。
日時▶11 月 8 日（土）　10：00〜16：30
会場▶JNA ホール（東京都渋谷区）
定員▶100 名（先着順）
参加費▶無料
詳細・申込方法▶ホームページ内「助産実
践能力強化とその体制整備」より
問い合わせ先▶日本看護協会健康政策部助
産師課

03-5778-8478
josanshi@nurse.or.jp

http://www.nurse.or.jp

聖ルカ・ライフサイエンス研究所
2015 年度研究助成公募

公募締切▶10 月 15 日（水）
助成趣旨▶医学および看護の臨床教育に関
する研究／臨床疫学，医療の質並びに病院
管理に関する研究／予防医学に関する研究
／看護に関する研究
①臨床疫学等に関する研究費助成
助成対象▶所属の如何を問わず，上記研究
に従事する個人または研究グループ
研究期間▶2015 年 4 月 1 日から 1 年間
助成金額▶1 件につき 50 万〜100 万円
募集件数▶20 件程度
②臨床疫学の若手研究者の海外派遣助成
助成対象▶所属の如何を問わず，上記助成
の趣旨に適う海外研修（2015 年 4 月 1 日
〜2016 年 3 月 31 日の間に，期間 1 年以
上の海外留学を開始する）を希望する個人
／2015 年 4 月 1 日現在満 40 歳未満の者
／申請書提出時点で TOEFL80 点以上，ま
たは TOEIC700 点以上の者

助成金額▶1 件につき 300 万円
募集件数▶3 件
【以下共通】
申込・問い合わせ先▶聖ルカ・ライフサイ
エンス研究所
〒104-0044　東京都中央区明石町 10-1
☎ 03-5550-4101（内線 6380）

sllsi@luke.ac.jp
https://sllsi.or.jp/subsidy

介護・看護作業従事者向け
腰痛予防対策講習会

会場▶47 都道府県で開催
プログラム▶講義「腰痛予防対策につい
て」「作業管理，作業環境管理および健康管
理（腰痛を起こしにくい移動・移乗介護法
等）」「労働衛生教育」「リスクアセスメント
および労働安全衛生マネジメントシステ
ム」「分野別腰痛予防のポイント」／実技

「作業姿勢」「腰痛予防体操」
定員▶50 名程度（先着順）
申込・問い合わせ先▶中央労働災害防止協
会（中災防）健康快適推進部企画管理課
〒108-0014　東京都港区芝 5-35-2
☎ 03-3452-2517

03-3453-0730
http://www.jisha.or.jp/

第7回岩手看護学会学術集会

日時▶10 月 18 日（土）
会場▶岩手県立大学講堂・共通講義棟（岩
手県宮古市）
メインテーマ▶根拠に基づく看護実践
プログラム▶会長講演「EBN（Evidence 
Based Nursing）からEBP（Evidence Based 
Practice）―根拠に基づく臨床実践へ」山内
一史（岩手県立大学）／特別講演「論文を読
み，書くための知識：90 分でわかる APA 方
式の引用方法」前田樹海（東京有明医療大
学）／学生のためのセミナー／一般演題発表
／交流集会
参加費▶

会員 4000 円，非会員 5000 円

Information
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